
(1)

防
災
は
生
き
延
び
る
知
恵

（
三
中
地
区
防
災
対
策
の
現
状
）

昨
年
の
大
震
災
で
は
二
中
地
区
も
か
な
り
の
被
害
を
受
け
、
防
災
に
対
す
る
考
え
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。　
一
年
半
が
経
過
し
、
私
達
の
防
災
対
策
を
見
つ
め
て
み
る
こ

と
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
、
二
中
地
区
の
現
状
を
ま
と
め
ま
し
た
。

防
災
の
基
本
は

「
ま
ず
三
日
、
自
分
で
生
き
る
覚
悟
し
て
」

（自
助
）
。
「声
か
け
て
近

所
み
ん
な
で
早
め
に
避
難
」
■
（助
）
。
「避
難
勧
告
、
疑
わ
な

い
で
従
お
う
」

（公
助
）
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
（日
本
技
術
士
会
防
災
委
員
会
資
料
よ
り
）

今
回
は
公
民
館
の
支
援
設
備
や
行
政
機
関
の
支
援
体
制
の
紹
介

（公
助
）
、
避
難
誘
導
、

情
報
伝
達
、
防
災
体
制
等
の
現
状
を
各
区
長
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
ま
と
め
ま
し

た

（共
助
）
。
最
後
に
自
助
と
し
て
、
各
家
庭
で
最
低
限
、
行
う
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
推

奨
事
項
を
紹
介
し
ま
し
た
。
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一
、
公
共
施
設

・
設
備

の
見
直

し

三
中
地
区
は
土
浦
市
内
で
も
教
育
施
設

が
非
常
に
多

い
こ
と
が
特
徴
で
す
　
乳
幼

児
か
ら
大
学
生
ま
で
約
６
０
０
０
名
が
学

ん
で
い
ま
す
一■
１
）

ま
た
、
こ
の
と
こ

ろ
世
帯
数
の
増
加
も
顕
著
で
す

一表
２
一

市
で
は
震
災
発
生
時
に
初
期
情
報
伝
達

手
段
の
不
備
か
ら
混
乱
し
た
た
め
、
改
善

と
確
認
を
行

い
ま
し
た
　
　
中
地
区
公
民

館
に
は
既
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
他
に
、
ガ
ス
ボ

ン
ベ
人
発
電
機
及
び
移
動
式
無
線
性
が
設

置
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
使
用
訓
練
回
数
を
増

や
し
ま
し
た

児
童
生
徒
対
策
で
は
、
電
話
や

ｃ
メ
ー

ル
の
通
信
不
良
が
発
生

し
た

こ
と
か
ら
、

賞
度
５
で
親
が
幼
小
中
校
に
迎
え
に
行
く

こ
と
が
基
本
に
な
―，
ま
し
た
　
世
帯
数
増

加
や
誉
間
人
日
の
増
加
に
伴

い
、
辞
一難
所

の
増
設
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

一■
年
度
市

表 1 ● 地域の通園通学施設 14ヶ所 ●
H247月 現在               5528名
手.幼 児施設 (7ヶ 所,           61C名
小 中字・

~(2=)           130C名

高l (31交 ,                         226C名
(夜 間 94名 )

短六 大学 (2■ )           1343=
(H25大字 600名増予定 )

(■ 滴市子育て支援カイ ドブック,

表2   ● 三中地区人□増加中 ●
(住 民基本台帳より)

H2341現 在             7184せ 帯
H2441 現在                       7370せ 帯

(186増 )

来年合住宅の ittt]llE向 有り

表3 ● 保育所。幼稚園・小中学校での見直し●
雫話、メール発信てきなかつたので、震度 5て rえ
に行くことになつた。
青報確保言l偉の整備●

CDラ ンカセ、アナロク式電■、移ヨ■坊災無線、カー
ラジオ.地域の■戸の標示.

備言の見直し■

水、電

'い

、タオル、食 ll等 .

[言 1:三
′ヒ●

飛訳防止シー 、ヽ11農工事、■戸をЛる等 .

● 避難所になつた小 。中での見直し●
休育館 |こ TVの 設置。

情畜量 モ布等の不足の充F.
学校職員かホランテイアて宿

'自

対応。

無線等の].,の :J′ し。

]  ‐■警 |

ξ llィ .. ..● :

民
く
ら
し

の
便
利
帳
Ｐ
３
一　

器
市
内
小

中
校
、
８
高
校
及
び
７
公
国
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
三
中
地
区
に
は
其
鍋
小
学
校

な
ど
７
筒
所

（表
４
一
が
あ
―，
ま
す
　
こ

の
う
ち
、
三
中
に
は
医
療
救
護
所
が
設
け

・ら
ヽ̈
ア一
一
）レ
一に‐．ムな
っ
一Ｌ
い

，ま
工，

市
は
災
害
対
策
と
し
て
の
避
難
所

の
役

割
を
次

の
よ
う

に
定
め
て
い
ま
す

（■
食
料
、
水
、
救
護
物
資
等
の
配
布
場
所

２
生
活
情
報
の
提
供
場
所

０
家
族
の
安
否
確
認
場
所

●
避
難
所

運
営
は
遺
難
者
代
表
と
地
域
住
民

一
日

主
防
災
会
中
心
一
で
構
成
す
る
避
性
所
運

営
委
員
会
が
当
た
り
、
市
、
学
校
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
す
る
と
規
定
さ
れ
ま

―
）ム′一

そ

の
他
、
避
難
所

に
な
る
学
校

の
体
育

館

に
Ｔ
Ｖ
を
設
置
し
た
り
、
防
災
放
送

の ¨ 脚



Ｏ
ι

聴
こ
え
づ
ら
さ
の
解
消
や

一
部
崩
壊
し
た

二
中
校
舎
耐
震
工
事
、
飲
料
用
井
戸
の
新

設
検
討
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

み
ん
な

の
三
中
地
区
が
よ
り
安
心
、
安

全
な
町

へ
と
変
わ

つ
て
い
く
こ
と
を
願
う

も

の
で
す
．

二
、
初
動
体
制

・
情
報
伝
達

災
害
発
生
後
、
直
ち
に
区
長
が
防
災
委

員
を
招
集
し
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
予

め
定
め
た
情
報
連
絡
ル
ー
ト
を
使

っ
て
、

情
報
の
収
集
、
伝
達
を
行
う
よ
う
組
織
化

し
て
い
る
地
区

（東
真
鍋
町
、
真
鍋
―，Ч
丁

Ｈ
等
）
や
、
役
員
が
地
区
内
の
被
害
状
況

を
日
視
に
よ
り
把
握
す
る
と
共
に
被
害
者

を
進
難
所
に
誘
導
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
地
区

（殿
里
町
、
本
田
余
西
台
）
等
、

地
区

の
事
情
に
よ
―，
体
制
は
様

々
で
す

が
、
安
全
確
認
、
遊
難
誘
導
を
行
う
仕
組

み
は
備
わ

っ
て
い
る
よ
う
で
す
．
し
か
し
、

情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
電
話
連
絡
以
外
に

具
体
的
な
方
法
が
示
さ
れ
な
か

つ
た
こ
と

一

　

　

　

，

口

一

一

．

か
ら
、
市
の
防
災
無
組
放
送
以
外
に
地
区

内
で
の
伝
達
手
法
、
正
確
な
情
報
を
得
る

方
法
は
未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す

三

、

要

援

護

者

へ
の
対

応

各
地
域
で
は
、
要
援
護
者
を
見
守
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
〓
民
生
委
員
児
童
委
員
、

区
長
、
青
少
年
相
談
員
の
方
が

い
て
多
く

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
〓

●
乳
幼
児

・
小

・
中
学
生
対
応

就
学
す
る
と
地
域

の
育
成
会

に
所
属
す

る
た
め
、
情
報
が
入
り
や
す
く
な
り
ま
す

が
、
木
就
学
児

の
親
は
、
自
分
か
ら
求
め

て
い
か
な

い
と
、
前
回
の
震
災
で
も
給
水

場
や
避
難
所
が
不
明
確
だ

っ
た
こ
と
、
故

射
能

へ
の
不
安
等

の
声
も

聞
か
れ
ま

し

た
　
幼
稚
国
、
保
育
所
、
子
育

て
支
援
セ

ン
タ
ー
等
地
域
と

の
積
極
的
な
交
流
を
心

が
け
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う

小
　
中
学
生

に
は
、
子
ど
も
会
、
育
成

会

の
活
動
で
具
体
的
な
体
験
型
教
育

の
場

を
持

つ
試
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

真
鍋
四
丁
日
で
は
、防
災
セ
ミ
ナ
１
３
●

手
県
釜
石
市

の
小
学
校
が
モ
デ
ル
の
ビ
デ

オ
）
で
具
体
的
に
学
び
ま
し
た
．

ま
た
、
地
域
公
民
館
を

一
時
避
難
　
情

報
提
供
場
所
と
し
て
の
活
用
を
検
討
中
の

所
も
あ
り
ま
す
´

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

（市
子
ど

も
福
祉

課
発
行
　
公
民
館
、
支
所

に

常
置

）
に
避
難
所
、　
一
時
避
難
所

が

出

て

い
る
他
、
医
療
相
談

が
可
能

な

場
所
等
、
情
報

が
ま
と
ま

つ
て

い
ま

す
が
、
道

路

に
誘
導

標
識
を
整
備
す

る
こ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
ま
す

②
独
居
老
人

・
病
人
対
応

民
生
委
員
が
中
心
と
な

つ
て
、
市
の
開

示
情
報
に
基
づ

い
て
管
理
台
帳
を
作
成

し
、
災
害
発
生
時
は
班
長
が
中
心
と
な

っ

て
、
避
難
所

へ
誘
導
す
る
体
制
を
幣
え
て

い
る
地
区

（真
鍋
四
丁
日
、
五
丁
目
他
）

が
あ
り
ま
す
　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
地
区

が
増
え
て
行
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
〓

四
、
給
水

・
炊

き
出

し

０
給
水

災
害
発
生
と
同
時
に
停
電
し
、
水
道
は

も
ち
ろ
ん
井
戸
水
汲
み
上
げ
ボ
ン
ブ
も
止

ま

っ
た
苦

い
経
験
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
の
備
蓄
や
バ
ス
タ
ブ
に
貯
水
す
る
等
で

自
衛
す
る
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
．
し
か

し
停
電
復
旧
は
断
水
復
旧
の
保
証
で
は
な

い
た
め
、
■
戸
水

の
活
用
は
重
要
で
す

各
地
区
と
も
丼
戸
所
有
の
家
庭
に
協
力
を

:昴鶏11::模 |[||:

◆都和南小学校 r

◆土浦第二中学校

◆土浦第一高等学校

0つくば国際大学高等学校

◆土浦工業高等学校

求
め
、
災
害
時

に
は

「
井
戸
水
有
―り
」
と

貼
―サ
紙
を
す

る

こ
と
を
依
頼

し

て

い
ま

す
．
更

に
協
力

井

戸

の
所
在

地
を
防
災

マ
ッ
プ
に
記
入
し
て
用
知
徹
底
を
図

っ
て

い
る
地
区

言
六鍋
四
丁
日
一
も
あ
り
ま
す
．

②
炊
き
出
し

昨
年

の
震
災
時

に
は
本
田
余
地
区
や
若

松
町
で
は
炊
き
出
し
を
行

い
、
住
民
に
感

謝
さ
れ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時

の
経
験
か
ら
備
蓄
米
量
を
増

や
し
た
り
、

燃
料
確
保

に
上
夫
を
凝

ら
し

て

い
ま
す

（本
田
余

Ｉ

真
鍋
五
丁
＝
で
は
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
が
主
催
で
、
育
成
会
、
育
成
会

Ｏ
Ｂ
、
婦
入
学
級

メ
ン
バ
ー
を
対
象

に
大

震
災
前
か
ら
年

一
回
公
民
館

に
て
防
災
防

火

の
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

一
例
と
し
て
、

日
本
を
研
が
ず
に
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
米
　
水
を
入
れ
、
お
湯

の
中



で
炊
け
る
体
験
学
習
は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
親
子
共
々
役
立
つ
と
の
・
テ
一で
継
続
し

一に
い
一エ
コ、，

五
、
防
災
体
制

震
災
以
前
は
組
織
と
し
て
活
動
す
る
機

会
が
な
か

つ
た
た
め
、
折
角
所
有
し
て
い

た
機
材
が
使
え
な
か

っ
た
こ
と
を
反
省
し

て
、
機
材
の
定
期
点
検
や
占

い
機
材
の
交

換
を
行

っ
た
地
区

（本
田
余
）
や
、
と
か

く
形
式
的
で
あ

つ
た
消
火
訓
練
に
上
夫
を

加
え
た
地
区

（真
鍋
四
丁
日
）
が
み
ら
れ

ま
す
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
及
び
消
火
器

の
設
置
義
務
徹
底
の
呼
び
か
け
や
負
傷
者

道
搬
体
験
を
実
施
し
た
り
、
震
度
６
を
想

定
し
た
火

の
始
末
や
家

の
戸
締
ま
り
を

行

っ
た
際
に
、
玄
関
に

「
遊
難
完

り́
」
の

札
を
貼
る
と

い
う
安
全
確
認

の
徹
底
を

図

っ
て
い
ま
す
　
そ
の
他
、
市
消
防
本
部

指
導

の
下
に
災
書
時

に
直
接
、
消
防
本
部

へ
通
報
す
る
火
災
通
報
訓
練
も
実
施
し
て

い
ま
す
．
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
県
防
災
十

ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク

一
か
ら
詩
師
を
招
き

「
防

災
講
習
会

一
を
開
催
し
ま
し
た

　

一
方
、

本
田
余
西
台

の
よ
う
に
区
内

に
公
同
も
な

い
た
め
に
防
災
機
材
用
倉
庫
を
設
置
す
る

場
所

の
選
定
に
苦
慮
し
て
い
る
等
、
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
な
面
も
伺
え
ま
す
〓
防
災
は
生

き
延
び
る
知
恵
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

〓
自

分

の
命
は
自
分
で
守
る
」

の
防
災
心
得
を

思

い
出
し
て
、
我
が
家

の
防
災
対
策
を
確

認
し
ま
し
ょ
う

六
、
家
庭
で
の
対
策

①
非
常
時
持

ち
出

し
品

・
備
蓄
品

技
災
時
に
必
要
な
も
の
は
家
庭
ご
と
に

異
な
―，
ま
す
．
家
族
構
成
、
年
齢
、
職
業
、

通
学
通
勤
距
離
■
々
、
生
活
形
態
が
様
々

で
す
か
ら
当
然
で
し
ょ
う
〓　
一
般
的
に
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
頼
ら
ず
、
我
が
家
の

避
難
生
活
に
は
当
面
、
何
が
必
要
か
を
良

く
考
え
て
揃
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

胚
駆遷
雅
絆
？

保
存
食

に
関
し
て
は
保
存
期
限
の
確
認

は
勿
論
、　
一
パ

ッ
ク
あ
た
―り
の
カ
ロ
リ
ー

数
を
調

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す

．
避
難
生

活
当
初
は
意
外

に
消
耗

の
激
し

い
労
働
が

多

い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
　
ま
た
、
食
品

類
を
定
期
的
に
買

い
朴
え
る
手
間
を
情
し

ん
で
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
．

便
利
な
も

の
と
し
て
吸
湿
発
汗
性

の
下

着
類
、
季
節

に
よ

つ
て
は
ジ
ャ
ー
ジ
上
下

が
、
そ
し
て
い
ろ

い
ろ
な
使

い
方
が
出
来

る
こ
と
か
ら
タ
オ

ル

一
４

上

０
枚
　
人

）

の
利
便
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
．

②
事
前

の
家

屋
対
策

（
危
険
箇
所

の
点
検
補
修
）

非
常
時
持
ち
出
し
品
も
備
苔
品
も
重
要

な
災
害
対
策
品
で
す
が
、
災
害
防
止
策
で

は
あ
―，
ま
せ
ん

．
被
災
時
に
身
の
安
全
が

図
ら
れ
て
か
ら
役
立
つ
も
の
で
す

災
害
発
牛
の
時
間
に
身
を
す
る
た
め
に

は
生
活
し
て
い
る
家
卜
の
安
全
対
策
が
命

を
分
け
る
鍵
に
な
―，
ま
す

耐
震
強
度
の
高

い
家
が
理
想
で
す
が
、

被
害
を
よ
り
少
な
い
家
に
す
る
だ
け
で
も

効
果
が
あ
―，
ま
す

●

建
物
対
策

屋
根
瓦
の
割
れ
、
ひ
び
、
ず
れ
、
剥

が
れ
等
の
補
修
。

窓
ガ
ラ
ス
を
飛
来
物
か
ら
守
る
補

強
ｃ

雨
樋
の
土
砂
、
枯
葉
等
の
詰
り
除
去

と
破
損
箇
所
の
修
理
。

・
壁
の
亀
裂
、
腐
れ
の
修
理
。

・
雨
戸
の
緩
み
、
が
た
つ
き
補
修
。

②

屋
内
対
策

ｏ
家
具
や
収
納
品
の
固
定
と
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
で
転
倒
や
散
乱
に
よ
る
圧
死

や
負
傷
を
防
止
．

・
浸
水
の
可
能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は

生
活
用
品
の
収
納
場
所
を
高
所
に
移

動
。

・
重

い
も
の
、
高
価
な
も
の
は
腰
よ
り

低

い
位
置
に
収
納
。

・
地
震
や
風
水
害
時
に
緊
急
退
避
す
る

室
内
の
場
所
を
家
族
で
話
し
合

い
、

決
め
て
お
く
。

以
１１
、
防
災
の
基
礎
に
な
る

「
日
助
」
の

要
点
を
紹
介
し
ま
し
た
　
各
家
庭
で
の
対

策
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
．

屋根
/

ンTaヽ
所

窓ガラス

M、
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高橋 和興
読言 ウオーキング
スロをもって接する

町名

地区長名

米

真

実

写

誠
味

の

趣

右座

二
中
地
区
の

人
材
募
集

一
中
地
区
公
民
館
で
は
、
公
民
館
講
座

を
は
じ
め
と
し
て
、
文
化
祭
、
市
民
委
員

会
活
動
、
地
域
福
祉
活
動
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
　
こ
れ
ら
の
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す

．

例
え
ば
、
「
介
護
な
ど
仕
事

の
経
験
を

地
域
で
活
か
し
た
い
」
、
「
公
民
館
の
庭
づ

く
り
を
お
手
伝

い
し
た
い
」
、
「
子
ど
も
た

ち
に
紙
飛
行
機
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」
、

「
書
道
が
得
意
で
す
、
講
座
で
教
え
た
い
」

等
、
地
域
の
力
に
な
り
た
い
け
ど
、
ど
う

し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
方
は
、
い
ま

せ
ん
か
？

「
手
を
貸
す
よ
、
人
材
バ
ン
ク
に
登
録

す
る
よ
」
と

い
う
方
は
、
是
非
、
公
民
館

ま
で
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
８
２
４
１
３
５
８
８

ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
　
一二
上
　
　
延

ユ
リ
ゴ
コ
ロ
　
　
　
　
　
”
徊
田
ま
ほ
か
る

舟
を
編
む
　
　
　
　
　
　
　
一二
浦
し
を
ん

誰
か
が
足
り
な
い
　
　
　
　
宮
下
　
本
不
都

人
質
の
朗
読
会
　
　
　
　
　
小
川
　
洋
子

ツ
リ
ー
八
ウ
ス
　
　
　
　
　
角
田
　
光
代

ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
　
　
　
　
　
一局
野
　
和
明

プ
リ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
百
田
　
尚
樹

蝸
ノ
記
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
室
　
　
麟

下
町
ロ
ケ
ツ
ト
　
　
　
　
　
池
井
戸
　
潤

ピ
エ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
真
寿
美

偉
大
な
る
、
し
ゅ
ら
ら
ば
ん
　
万
城
目
　
学

く
ち
び
る
に
歌
を
　
　
　
　
中
田
　
水ヽ

一

楽
園
の
カ
ン
ヴ
ア
ス
　
　
　
原
田
　
マ
八

毒
婦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
原
み
の
り

花
酔
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
由
佳

母
の
遺
産
　
　
　
　
　
　
　
水
村
　
美
苗

七
夜
物
語
　
上
　
下
　
　
　
川
上
　
弘
美

ナ
イ
ン
デ
ィ
ズ
岩
手
県
　
災
害
対
策
本
部
の
闘
い

河
原
　
れ
ん

・
本

の
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て

，

公
民
館
の

一
階
ロ
ビ
ー
の
本
棚
に
リ
サ

イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
の
で
活

用
し
て
下
さ
い
．

本
は

一
度
読
ん
だ
ら
、
な
か
な
か
読
み

返
し
は
し
な
い
も
の
で
す

．
新
刊
書
や
発

行
年
月
日
の
新
し
い
本
　
き
れ
い
な
本
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
公
民
館
を
本
の
交
換

交
流
の
場
所
に
し
ま
せ
ん
か
Ｐ

な
お
、
古

い
本
や
汚
れ
た
本
な
ど
の
場

合
は
受
け
入
れ
を
お
断
―，
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
等
に
よ
―，
お

問
合
せ
を
お
願
い
し
ま
す

８
８
２
４
１
３
５
８
８

摯

本
年
度
の
錦
鰍
慨
［異
網
児
Ｗ

′

公
民
館
主
事

橘
内
　
百
合

↓
　
　
神
立
出
張
所
よ

Ｆ
　
り
移
動
し
て
き
ま

し
た
。
す
ぐ
に
総

会
等
が
続
き
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
様
々
な
活
動
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
少
し
ず
つ
公
民
館
の
仕

事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
，

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
役
割

を
考
え
な
が
ら
、
楽
し
く
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
公
民
館
を
目
指
し
、
精

一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

公
民
館
指
導
員

福
田
　
隆
通

当
公
民
館

に
お

世
話
に
な
り
４
ヶ

月

が

過

ぎ

ま

し

た
し
公
民
館
運
営

に
携
わ
る
地
域

の
多
く
の
方

々
と

の
出
会

い
で
感
じ
た
こ
と
は
、
地
域

の
方

々
が
当

館

に
親
し
み
と
愛
着
を
持
ち
、
楽
し

い
ふ

れ
あ

い
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
〓
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

を
通
し
て
、
地
域

の

一
員
と
し
て
微
力
な

が
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す



(5)

き つれ がわ

喜連川

社会復帰促進センター

視察報告

三中地区∃ミュニティセンター

所長 浜 田 衛

平
成
別
年
２
月
１６
日
、
二
中
地
区
市
民

委
員
会

の
合
同
祝
察
研
修

に
参
加
し
ま
し

た
の
で
報
告
し
ま
す

「
喜
淳
一川
社
会
復
帰
促

ＩＦ
Ｉ

ン
タ
ー

一

（栃
木
県

一
は
、
民
間

の
経
常
能
力

や
技

術
を
活
用
し
、
公
共
施
設
を
建
設
し
道
営

す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
　
フ
ア
イ

ナ
ン
ス
　
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
）
方
式

の
刑
務

所
で
、
犯
罪
傾
向

の
進
ん
で
い
な

い
受
刑

者
を
対
象

に
規
律
Ｉ
し

い
生
活

の
ド
、
刑

務
作
業
、
職
業
訓
練
、
矯
正
教
育
な
ど
社

会
復
帰
に
向
け
た
史
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
再
犯
を
防
止
し
、
社

会

に
迎
え
ら
れ
る

「
人
材

の
再
生

一
を
Ｈ

指
し
て
い
る
施
設
で
す
　
三
中
地
区
市
民

委
員
会
は
、
犯
罪
防
止
や
受
―――
者
更
上
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
今
後

の
青
少
年
青

成

の
参
考
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
視
察
を

行

い
ま
し
た

．

Ｐ
Ｆ
Ｉ
刑
務
所

に
は

「
美
祢
」

⌒山

口

県
）、
一括
嗜
」

Ｆ
（庫
県
）、
「鳥
根
あ
さ
ひ
」

（島
恨
県

一
な
ど
が
あ
―，
ま
す
が
、

こ
れ

ら

の
刑
務
所
が
過
疎
化
解
消
を
掲
げ

て
、

当
初
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
念
頭
に
お

い
て
計
画

さ
れ
て
い
る
の
に
比

べ
、
喜
連
川
の
施
設

は
計
画

の
途
中
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
す
る

こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
や
や
中
途
■
端
な

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
と
な

つ
て
い
ま
す

例
を
あ
げ
る
と
、
島
根
あ
さ
ひ
」
や
Ｊ
■

称
」
の
刑
務
所
が
、
３
■

の
フ
ェ
ン
ス
で

円
ま
れ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁

の
な

い

刑
務
所
内
を
受
刑
者
が
独
歩

⌒単
独
歩
行
）

で
き
る
の
に
対
し
て
、
喜
庫
一川
は

コ
ン
ク

リ
ー
ト

の
外
壁
に
国
ま
れ
独
歩
は
で
き
な

い
従
来
型

の
刑
務
所
に
折
√

施
設
で
す

職
員
は
、
国
の
刑
務
職
員
が
２
４
６
名
、

大
手
警
備
会
社
を
中
心
と
す

る
Ｓ
Ｐ
Ｃ

（特
別
日
的
会
社

）
の
職
員
数
は

一
定

で

は
な
く
、
委
託
さ
れ
た
仕
事
が
で
き
れ
ば

職
員
数
は
委
託
側
の
裁
量

の
範
―■―
と

い
う

説
明
で
し
た
．

‐５
年
間
の
委
託
料
は
３
８
７
億
円
、
経

費
を
抑
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
利
益
が
出
ま
す

が
、
仕
事
内
容
を
国
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

評
価
し
て
い
る
の
で
、
委
託
さ
れ
た
仕
事

の
レ
ベ
ル
が
低
け
れ
ば
改
書
を
指
導
さ
れ

る
仕
組
み
で
す

受
刑
者
は
障
害
を
持

っ
た
方
を
含
め
て

約
２
０
０
０
名

施
設
入
所
が
初
め
て
で
、

か

つ
刑
期
は
８
年
末
満
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
　
平
均
年
齢
は
ν
歳
、
仮
釈
故
率
は

お
％
、
平
均
３
年
程
度

で
社
会
に
戻

っ
て

い
く
た
め
、
調
理
や
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
設

備
な
ど
は
実
際
に
社
会

で
使
わ
れ
て
い
る

も

の
を
使
用
し
、
社
会
復
帰

の
た
め
の
設

備
が
整

っ
て
い
ま
す
．

建
物
は
、
Ｘ
宇
型
を
基
本
に
、
中
心
に

監
視
セ
ン
タ
ー
を
置

い
て
、
東
画
南
北
を

見
涌
一す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
管
理
し
や
す

く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
　
受
刑
者

の

収
容
棟
は
単
独
居
室

（
６
畳

）
が
６
割
、

共
同
洋
室

⌒ν
畳
一
が
４
割
で
す
内

に
は

ベ

ッ
ド
や
テ
レ
ビ

が
完
備
さ
れ

て

い
ま

す
　
テ
レ
ビ
放
送
は
、
あ
ら
か
じ
め
録
画

し
た
も

の
を
選
ん
で
故
送
し
、
午
後
９
時

が
就
寝

の
時
間
で
す

東
京
ド
ー
ム
の
９
個
分

の
セ
ン
タ
ー
内

に
は
、
運
動
場
、
体
育
館
、
晨
国
な
ど
が

あ
―り
、
す
べ
て
の
食
事
を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
職
員

と
受
刊
ィ
が
作

っ
て
い
ま
す
．
洗
濯
も
同

様
で
、
セ
ン
タ
ー
内

に
大
き
な
洗
濯
工
場

が
あ
―，
、
そ
こ
で
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
や
ア
イ

ロ
ン
が
け
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す

平
成
五
年
度
か
ら
始
ま

つ
た
裁
判
員
制

度
に
よ
―，
私
た
ち

一
般
市
民
も
裁
判
に
関

わ
る
よ
う
に
な
り
、
有
罪
か
無
罪
か
だ
け

で
は
な
く
死
刑
も
含
め
て
量
刑

の
判
断
は

市
民

に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
す
‐
一
喜
連
川

社
会
｛侵
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

一
は
、
そ
の
理

念

に

「
人
材

の
再
生
」
を
）掲
げ
、
仕
事

に

就
け
ば
再
犯
防
■
に
も

つ
な
が
る
と

の
観

点
か
ら
調
理
師
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
の
資

格
収
得
も

で
き

る
な
ど
、
「
社
会
復
帰

」

に
重
き
を
お

い
た
刑
務
所
で
す
．
犯
し
た

罪
を
償

つ
て
、
社
会
で
再
出
発
す
る
た
め

の
刑
務
所
は
ど
う

い
っ
た
施
設
環
境
、
ど

う

い
っ
た
矯
正
教
育
が
良

い
の
か
、
社
会

の
側
の
偏
見
や
受
け
入
れ
た
体
制

の
問
題

な
ど
、
色

々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
視
察
研

修
で
し
た

．

玄
関

ロ
ビ
ー
に
は
、
受
川
者

の
製
作
し

た
中

石̈
袋
や
本
工
品
な
ど
が
お
土
産
と
し

て
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
　
刑
務
所
内

の

食
生
は
見
学
者
も
利
用
可
能

で
、
定
食
５

０
０
円
、
カ
レ
ー
は
３
７
０
円
で
し
た

受
刑
者

の
区
両
に
入
る
に
は
、
指
紋
を

読
み
取
る
七
キ

ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
管
理
さ
れ
て
お
―り
、
セ
ン
タ
ー
内

の
撮

影
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
玄
関
前
は
撮
影
可

と

い
う
こ
と
な
の
で
、
記
念
撮
影
を
行

い

ま
し
た



運
営
委
員
会
　
市
民
委
員
会

´
平
成
２４
年
度
二
中
地
区
公
民
館
運
営
委

員
会
及
び
市
民
委
員
会
が
去
る
５
月
‐３
日

（日
）
に
開
催
さ
れ
、
平
成
２４
年
度
事
業

計
画
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工

「と
も
に
学
び
　
活
か
す
　
人
と
地
域

を
結
ぶ
ま
ち
　
土
浦
穴
第
三
次
土
浦
市
生

涯
学
習
推
進
計
画
の
基
本
理
念
）
の
推
進

実
践

目
標

―
学
ぶ
た
め
の
環
境
づ
く
り

ｏ
多
様
な
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
展
開

（市

民
の
多
様
な
学
習
意
欲
に
対
応
す
る

公
民
館
講
座
）

ｏ
学
習
機
会
の
拡
充
（夜
間
や
土
曜
日

日
曜
Ｈ
開
講
の
講
座
の
開
催
）

ｏ
公
民
館
備
品
の
充
実

・
新
規
図
書
購
入
、
図
書
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー
の
充
実

，
人
や
地
域
の
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

ｏ
三
中
地
区
市
民
委
員
会
と

の
連
携

（公
民
館
講
座

へ
の
協
力
）

ｏ
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

（福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

ヘ

の
協
力
）

ｏ
小
学
校
、
中
学
校
と
の
連
携
　
協
力

（
チ

ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
、
十
タ
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）

●
学
習
成
果
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り

ｏ

日
主
的
活
動

へ
の
支
援
強
化

（同
好

会
、
サ
ー
ク
ル
の
育
成
）

学
習
成
果
発
表

の
場
の
拡
充

（一
文

化
祭
」
や

一
桜
を
楽
し
む
集

い
一
ヘ

の
参
加
）

人
材
育
成
と
活
躍
の
場
の
拡
充
名
子

育
て
サ
ロ
ン
」
、
「
い
よ
ヽ
い
き
サ
ロ
ン
」

な
ど
）

日
前
期
公

民
館
講
座

ｏ
は
じ
め
て
の
庭
づ
く
―，
Ｉ

ｏ
手
で
綴
じ
る
本

ヽ
素
晴
ら
し
い
製
本
の
世
界

ヽ

・
常
陸
国
風
土
記
を
読
む

ｏ
癒
し
の
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ

・　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
■
し
む
―

（能
　
狂
言
編
一

山
ガ
ー
ル
人
間
Ⅱ

ヽ
日
立

ア
ル
プ
ス
を
行
く

ヽ

み
ん
な

で
楽

し
く
―

ス
ク

エ
ア
ス

テ

ッ
プ
で
要
介
護
予
防

夏

の
ブ
ラ
ン
チ
＆
ス
イ
ー
ツ

「夏
休
み
市
民
講
座
」
の
開
催

「刑
法
　
少
年
法
と
死
刑
」

講
師
　
明
治
大
学
法
学
部
教
授

上
野
　
正
雄

（
８
月

ｌｌ
＝
開
催
済
）

□

□
後
期
公
民
館
講
座

山
ガ
ー
ル

ヽ
栃
本

の
低
山
を
行
く

ヽ

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
規
し
む
―

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

ヽ
育

て
方
か
ら

デ
ジ
タ
ル

一
眠
レ
フ
カ
メ
ラ

一
基
礎

か
ら
ブ
リ
ン
ト
ま
で
」

ふ
た
―り
で
作
る
料
理
講
座

ｏ
け
と
子
の
た
め
の
放
射
線

の
は
な
し

・
お
肌
と
ボ
デ
ィ
の
冬
対
策
と

ア
ロ
マ

・
一
Ｗ
Ａ
に
な

っ
て
踊

ろ
う
―

フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
」

□
第
二
十
六
回
三
中
地
区
文
化
祭
開
催

Ｈ

月

１８

Ｈ

（
日

一

ヽ

Ｈ

月

５

日

（
日

）

ｏ
文
化
芸
術
民

・
芸
能
大
会
、
模
擬
店
、
そ
の
他
団
体

発
表

０
福
祉
部

・
祝
察
研
修
　
静
霞
園

一
ユ
ニ
ッ
ト
型

４
月
１
ロ
オ
ー
プ
ン
）

ｏ
福
祉
映
画
婦
賞
会

（実
い
の
あ
る
も
の
一

・
福
祉
講
習
会
　
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座

（社
協
と
共
催
）

ｏ
合
同
視
察
研
修

０
安
全
部

・
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル

（真
鍋
地
区
）

・
出
前
講
座
開
催

（放
射
能

）

ｏ
勉
強
会

（生
活

に
役
↓

つ
法
律
講
座
）

ｏ
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ベ
ー
ン

（夏

秋
）

ｏ
視
察
研
修
　
防
災
関
係
　
交
通

ｏ
青
色
灯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
講
習

（車
両

時
■
人
生
寸
）

ｏ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会

・
合
同
社
察
研
修

０

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

バ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
　
春

（
つ
つ
じ
）

バ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
　
秋

（紅
葉
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
事
業
協
力

三
中
地
区
体
育
祭
、
歩
く
会
、
ラ
ジ

オ
体
操
協
力

・
合
同
視
察
研
修

０
環
境
部

・
花

い
っ
ば

い
運
動
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
運
動

ｏ
環
境

マ
ッ
プ
　
各
町
内

一
枚
作
成

ｏ
ボ
イ
捨

て
防
止
看
板
設
置

（看
板
作

成
は
真
鍋
小
学
校

の
児
童
）

ｏ
土
浦
市
環
境
展

（協
力
）

・
合
同
視
察
研
修

●
文
化
広
報
部

・
広
報
誌

「
や
す
ら
ぎ
％
号
」
発
行

・
広
報
誌

「
や
す
ら
ぎ
３６
号
」
発
行

ｏ
視
察
研
修

ｏ
合
同
視
察
研
修

●
青
少
年
育
成
部

・
裁
判
所
視
察
研
修

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
事
業
協
力

・
羽
田
空
港
幣
備
上
場
、
江
東
区
防
災

セ
ン
タ
ー
見
学

ｏ
合
同
視
察
研
修



(7)

委

昌
（
長

副
委
員
長

羽
生
　
佐
洪

赤
根
　
益
男

皆
藤
　
〓嘉
宏

南
川
幸
之
進

久
松
け
い
子

南
川
幸
之
進

大
金
　
照
美

大
員
　
文
男

仲
沼
　
信
之

楢
戸
　
一宗
雄

海
老
原

一
郎

山
口
　
卓
三

塙

　

　

武

（福
　
祉
　
部
）

（安
　
全
　
部
）

（ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
）

（環
　
境
　
部
）

（文
化
広
報
部
）

（青
少
年
育
成
部
）

（学
識
経
験
者
）

各
地
区
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐６
名

市
民
委
員
会
専
門
部
員
　
　
　
　
　
９６
名

真
鍋
小
学
校
校
長

″
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

″
　
　
同
窓
会
会
長

土
浦
第
二
中
学
校
校
長

〃
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

″
　
　
連
合
同
窓
△
ム
〈
ム
長

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

高
齢
者
ク
ラ
ブ
代
表

真
小
地
区
子
供
会
育
成
連
合
会
代
表

三
中
地
区
体
育
協
会
代
表

交
通
安
全
協
会
代
表

青
少
年
相
談
員
三
中
ブ
ロ
ッ
ク
長

常

〃″″″″″曇〃
目

保
護
司
代
表

真
鍋
小
学
校
な
で
し
こ
会
代
表

真
鍋
台
婦
人
学
級
代
表

な
で
し
こ
婦
人
学
級
代
表

学
識
経
験
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
名

真
鍋
郵
便
局
長

真
鍋
台
郵
便
局
長

土
浦
農
協
理
事

地
区
内
青
年
会
代
表
會
本鍋
連
合
、木
田
余
、若
松
町
）

３
名

三
中
地
区
公
民
館
同
好
会
代
表
　
　
３
名

防
犯
協
会
代
表
　
　
　
　
　
　
　
　
２
名

福
祉
協
議
会
真
鍋
支
部
代
表

交
通
安
全
母
の
会
代
表

農
家
組
合
長

（真
鍋
　
木
田
余
）
　

８
名

合
計
　
１
５
９
名

一
社
協
真
鍋
支
部
事
業
計
画

「誰
も
が

安
心

し
て
暮

ら
せ
る

福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」

三
中
地
区
公
民
館
の

一
社
会
福
祉
協
議

会
真
鍋
支
部

一
は
、
支
部
職
員

（地
域
ケ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
が
常
駐
す
る
身

近
な
福
祉
の
相
談
窓
口
で
す
　
地
域
福
祉

の
拠
点
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
様

々
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す

例
え
ば
、

０
ひ
と
―，
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
食
事
づ
く

り
や
掃
除
に
国

つ
て
い
る

０
福
祉
サ
ー
ビ
ス
キ
）受
け
た

い
け
れ
ど
、

ど
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
，

０
家
族
に
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
時
、
利

用
で
き
る
制
度
を
知
り
た
い

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

社
協
真
鍋
支
部
は
、
「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
一春
ら
し
た
い
」

，
い
う
市

民
の
皆
様
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、
市

民
参
加
の
も
と
、
小
地
域
福
祉
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
〓

本
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
，

◆
広
報
啓
発
活
動

・
広
報
紙

「社
協
だ
よ
―，
」
等
に
よ
る

広
報
活
動

◆
研
修
活
動

ｏ
支
部
委
員
研
修
の
実
施

●
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
エ
ア

（高
齢
者
疑

似
体
験
）、
中
椅
子
体
験
等
、
各
種

福
祉
体
験
講
座

ｏ
宅
配
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

・
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（新

規
）

・
キ
ッ
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
一新
規
）

０
ふ
れ
あ

い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
）
の
推
准
一

ｏ
要
授
護
や
関
係
機
関
な
ど
か
ら
の
相

談
受
付

・
実
務
者
に
よ
り
地
域

の
要
援
護

へ
の

対
応
を
協
議
す
る

「
ス
ク
ラ
ム
ネ

ッ

ト

一
の
開
催

一月
１
回
）

ｏ
医
療
　
保
健
　
福
祉

の
専
門
職
に
よ

り
特
に
対
応
困
難
な
ケ
ー
ス
を
協
議

す
る

「
ふ
れ
あ

い
調
整
会
議
」

の
開

催

⌒隔
月
１
回
）

ｏ
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
及
び
市

民
委
員
会
と
連
携
し
て
地
域

の
要
支

援
者

の
把
握

●
地
域
福
祉
活
動

・
宅
配
型
食
事
サ
ー
ビ

ス
事
業

の
■
施

（第

１
金
曜
日
　
第
３
土
曜
Ｈ
）

ｏ
会
食
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
実
施

（年
２
回
）

・
ひ
と
―，
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会
の
開

催

（年
２
回
）

ｏ
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
推
進

・
車
椅
子
の
貸
出
し

（短
期
一

●一■
三



０
０

ｔ

Ｌ
Ｌ
る
匂
ら
７
●活
動

指
導
員

福

田

腱

過

最
近
、
少
子
化
、
都
市
化
な
ど
に
伴

い

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
中
で
集
団
で
遊
ぶ

姿
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
ま

す
．そ

の
よ
う
な
課
題
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
ク
ラ
ブ
は
地
域
で
の
遊
び
場
を
意
図
的

に
計
画
し
地
域
の
小
中
学
生
が
各
公
民
館

を
拠
点
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
し
な

が
ら
、
仲
間
づ
く
り
や
生
き
る
力

（挑
戦

す
る
心
　
社
会
性
　
体
力
等

，
そ
し
て
郷

土
愛
を
育
て
る
事
業
で
す
〓

市
民
委
員
会
、
特
に
青
少
年
育
成
部
の

皆
さ
ん
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
今
年
度
、

真
鍋
小
の
四
　
五
　
六
年
生
３‐
名
は
、
三

中
地
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
日
標
の

一

つ
で
あ
る

「環
境
問
題
」
と
か
か
わ
り
な

が
ら
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
．

〈年
間
活
動
計
画
紹
介
〉

５
月
　
開
講
式
と
環
境
問
題
の
講
話

６
月
　
ま
が
玉
づ
く
り
と
野
外
炊
飯

７
月
　
霞
ヶ
浦
湖
■
ス
ク
ー
ル
体
験

８
月
　
「
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
」

９
月
　
地
域
の
人
に
絵
手
紙
を
描
こ
う

１０
月
　
り
ん
―，
ん
ロ
ー
ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ーー
月
　
身
近
な
山

（宝
菌
山
）
の
登
山

三
中
地
区
文
化
祭
参
加

‐２
月
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

ー
月
　
特
製
ラ
ン
チ
づ
く
り

２
月
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
と
閉
講
式

「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
親
し
む
」

康
　
　
倫
明

私
達
夫
婦
に
と

っ
て
初
め
て
の
能
楽
鑑

賞
　
当
日
は
大
雨
渋
滞
で
バ
ス
の
出
発
に

間
に
合
わ
ず
、
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
で
追

っ

か
け
、
な
ん
と
か
開
演
直
前
に
滑
り
込
み
、

鑑
賞
開
始
．
ま
ず
は
能
楽
の
解
説
で
基
礎

知
識
と
演
日
の
み
ど
こ
ろ
を
知
る
。
バ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
も

マ
ン
ガ
付
き
の
解
説
が
あ

る
し
、
座
席
の
前
に
は
字
幕
が
出
る
の
で

話
の
内
容
も
よ
く
わ
か
る
　
狂
言
は

「
柿

山
伏
「

柿
泥
棒
の
山
伏
を
畑
主
が
か
ら
か

う
物
語
．
わ
ず
か
な
空
間
の
中
で
立
体
的

イ
メ
ー
ジ
が
豊
か
に
伝
わ
る
　
愉
快
な
気

分
に
浸

っ
た
後
は
能

「葵
上
「

源
氏
物
語

の

一
場
面
、
業
上
に
大
条
御
息
所
の
生
霊

が
取
り
付
き
、
Ｉ
女
や
高
僧
の
法
力
で
鎮

め
る
物
語
．
女
性
の
怨
念
が
内
面
の
葛
藤

を
表
現
す
る

「泥
眠
」
の
面
か
ら
鬼
女

「般

若
」
の
面
に
変
わ
る
ド
迫
力
．
鼓
の
凛
と

し
た
響
き
、
能
管
の
幽
玄
な
音
と
謡
が
能

ヤ

帝
０
書
全

国
国
鰤
関

す

楽
■

の
空
間
に
満
ち
、
豊
か
な
臨
場
感

に

浸
り
ま
す
．
観
劇

の
後
は
近
く

の
洋
食
屋

で
遅
め
の
ラ
ン
チ
．
こ
れ
が
結
構
お

い
し

く
満
足
感

一
杯
で
帰
路

に
―
次
回
の
文
楽

一人
形
浄
瑠
璃
）
鑑
賞
会
も
食
事
を
含
め
て

楽
し
め
る
よ
う
で
期
待
で
き
ま
す
．

「
夏

の
プ

ラ
ン
チ
＆
ス
イ
ー

ツ
」

宮
本
　
　
品

初
め
て
こ
の
よ
う
な
料
理
教
室
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
十
の
調
理
実
習
を
思

い
出
し
、
と
て
も
楽
し
く
料
理
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
．

料
理
作
―，
で
は
、
普
段
あ
ま
り
料
理
を

し
な

い
た
め
ど
う
し
て
も
料
理

の
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
日

り

の
方

々
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
な
ん
と
か

作
り
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
　
多
少

完
成

の
見
た
日
が
雑

に
な

つ
て
し
ま

い
ま

し
た
が
、
味

の
ほ
う
は
大
満
足
で
毎
日
と

て
も
美
味
し
く
で
き
ま
し
た

今
回
作

っ
た
料
理
と
デ
ザ
ー
ト
は
家

で

す
ぐ
に
作

っ
て
み
よ
う
と
思
え
る
食
材
や

メ
ニ
ュ
ー
で
、
実
際
、
教
え
て
い
た
だ

い

た
料
理
を
家

で
作
り
、
と
て
も
美
味
し
く

出
来
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
色

々
な
料
理
を

作

ろ
う
と
思
え
る
良

い
き

っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
は
ど
ん
ど
ん
自
宅
で

も
料
理
を
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
．

「癒
し
の
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」Ｙ

　

Ｔ

市
民
講
座
を
受
講
し
よ
う
と
し
て
、
今

ま
で
何
曖
か

「市
報
」
は
日
を
通
し
て
き

た

の
で
す
が
、
日
程

（曜
日
　
時
間
帯
）

が
合
わ
な
か

つ
た
り
、
内
容
に
興
味
が
持

て
な
か

つ
た
り
な
ど
、
様

々
な
理
由

で
、

中
し
込
み
ま
で
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

そ
の
よ
う
な
時
、
時
間
帯
　
曜
日
や
回

数
な
ど
も
、
ち

ょ
う
ど
私

の
予
定

に
合
う

こ
の
講
座
を
見

つ
け
ま
し
た
．

不
安
な
中
で
初

日
を
迎
え
ま
し
た
が
、

受
講
生

の
方

々
は
、
初
対
面
で
も
話
し
や

す

い
方
が
多
く
、
ま
た
講
師

の
先
生
も
、

非
常

に
親
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
易

い
講

義
を
し
て
下
さ
る
の
で
、
通
う
こ
と
が
本

当
に
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
．

こ
れ
を
機
会

に
ま
た
新
た
な
趣
味
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
思

っ
て
お
り

ま
す
。
私

の
よ
う
な
初
心
者
で
も
全
く
抵

抗
無
く
受
講

で
き
ま
す

の
で
、
「
市
民
講

座
」

の
中
し
込
み
に
躊
賭
さ
れ
て
い
る
方

が
お
ら
れ
た
ら
、
是
非
ト
ラ
イ
し
て
み
ら

れ
た
ら

い
か
が
で
し
ょ
う
か
，

３５
号
は
防
災
対
策
特
集
と
し
ま
し
た
。

改
め
て
多
く
の
人
々
が
、
地
域
の
つ
な

が
り
と
出
会
い
の
大
切
さ
を
感
じ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多や
す

ら
ぎ
″
が
何
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
す
。


